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レーダー監視に依る漁具の流失防止に就て

石田正巳・鈴木恒由

〈北海道ー大学水産学部航海測器学教室〉

A Report on Prevention of .Fishing Gear from Being 

Washed away by Means of Radar Watching 

Masami ISHlDA and Tsuneyoshi SUZUKI 

Fatulty 01 Fisherjes， Hokkajdo Univertity 

Abstract 

The echo from a comer reflector mounted on fi.sh泊ggears shows c1ear1y its position relative to 

the mother vessel in the radar scope. 

Ther官fo陀 suddenmovement of fishing gears can be no給don the scope and adequate m伺 su陀S

taken so as to prevent them from being wa:shed away. 
The ∞rner ref1ector u民dis known舗 snoctab吋ral鉛 lidty戸、c1usterand is∞nstructed by 
mounting three square plates aIl ir.ter舵ctingat right angles and formiBg eight separate corners. 

くFig.1)

The tef1ector is mounted so that one comer forms the base and one the top (Fig. 2)， the remaining 
six comers provide a high intensity signal over six 40 arcs. 

The material is hard aluminium and the dirr記nsionsare 30 cm (or.e) or 15 cmくtheother) side 

and 1 mm thickness. (Fig. 1.) 

EXJ陀rimentsvf釘esuc偲ssfuJlyperformedωnceming a such ref1ectot mounted on drift nets for 

salmon-fishing fn the Northem Ocean May 1953; the maximum range at which thc echo was received 

was adout 3 miles. 

1.緒冨

説網，延縄等の漁具の7Jlt決を防止するために.之等の漁具に小型堅牢で而も良好な反射能を持った所謂

Corner Reflectorを装備して自船のレーダ【スコ戸 7'上で常にそれよりの反射映像を監視するととに依L

漁具と自船との相対位置関係を確めて置き，若し務改等に依る漁具の急激な移動がある様な場合には直ちに

応急処置をとって漁具の流失防止を図らうといふ方法を試みてみた。実験の結果，漁傍の能率化と漁具流失

に依る漁具資材損失の軽波の菌から，実用可能な技術であると考へられるので.ff，j改良すぺき点t主多骨ある

が簡単に報告したい。

2.漁具に畿備すべき Reflector/，ζ就τ

本方法に於いては漁具に装備すべき Reflectorが一番問題になるのであるが，海土で使用する場合次の条

件が満足されるものでなければならない。

( i )性能的条件 実際上最大探知距離が2浬以上で.且波浪のたあ Reflectorが動揺傾斜を生じても反

射波強度が，そのため反射映像の弁別間態な程愛化しないとと。即ち指向性中装備高さ等も予め考慮すると

と。
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( ii) 機械的傑件 海上では相当風圧が大きL、からそのため菱形，政煩の恐れの極力少いこと。

くiii)化学的条件 海水に浸される場合も考慮して，腐蝕に耐へh 反射能の劣化の生ぜぬこと。

所で先づ性能的条件からi海上での探知では，相当程度の野J髭傾斜を不可避と考へて，悪条件の時でも 2
i里程度の探知距離が要求される。勤路傾斜の不安定さを考へると m~指向性が望ししそのためには

Reflεc~or の 球体なることが簡単な解決であるが. ある反判能を持たせるためには大いさがずっと大きくな

るととが避けられなL、。"それである大いさの制限から， 毎回は fig.1の如き普通用いられるソリッド型の

Fig. 1. 試作したRef:ector

ものを使用した。との型はFig，3の虫rIき水平指向性を有するが実際問

題としては Refleclorε電波ゐ到来方向とは相対的に位置関係を:tI!
化して居ち .日スーーフ・の残像性からその指向性は，きしてグリテカ

ノレには現f:lれなL、。使丹]した Refleclorは一辺 a=30cmのものと，

a=15cmのものとであって，宅Fig.l)最大反射能を与へる方向から見

た場合の等価断面積 (Effectvecross section， Radar cross居ctio叩n)fは主

σ町m町1
一4曜、 4守F 

3.2cmに対しては a=3ucm及び aニ 15cmの場合に夫々 σ1l1:l.X=

33.1 m'及び 内山=2.05m' となり，小型船舶の等価断面積と問先同様の反

射能を有することが分る。り

叉レーダーの最大探知厄離は次の諸妥当で決定される。即ち

(1) レ{ダ{装置の特性。

(ll) レ戸ダー装置(スキヤ yナー)1:反射物j標のi海聞に対する相対的1立

置関係。

(m) 反射物僚の反射特性。

〈町〉気象条件に依る伝播特性。

以 tの中 (IV)はその時の気象条件に応じて補正をなすものとして，(1). 

(J1)， (m).の要閣を考慮に入れた場合の最大探知距離は，次式で与へら

れる 0 4，

Fig. 2. Reflectorの寸法

ys ~ Y7: 

RBIB-27(tf)(f)(宍旦) ∞ 
但 IPt 送信出力。(尖頭値〉

ナ パノレス幅。

Smitl 最小受信感度。

A スキャンナー関口面積。

λ 波長。

H" スキヤンナーの高さ。

Ht 反射物棋の高さ。
F ig. 3. Reflectorの水平指向特性

σ 反射物標の等f商断面積。

21l'H円 Ht
向一式はー ，1>よく 1 即ちスキヤy ナー高さと反射秒j標の高きが極めて低いか，叉は遠匹敵の場:合

日 "'''111:¥て

で所諸海上反射波と直Z毒液との合成干渉の結果生ずるロ【プの中最低ロープが低い角度で生じている場合で

ある。(1)式から分る如く反射物標の等価断間積 σを約 16倍するとく木笑験に使)jJした Reflectorでは

a=3i)cmの方ヵ:a=15cmの方の約16倍〕探知距綴l主t悦0%増大する筈であり，又反!f.t物僚の高さを 21'音にし
てもt悦0%の増大がある筈である。反射物標の大いさと高さが，探知距離に及ぼす影響に就いては，函館迭

に於いて行った予備実験に関して報告した通り ."大凡の傾向は縫められた。

次に機械的条件であるが，風圧の影響を避けるために反射能をある程度後牲にしても ，金絹型が良L、様に
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考へられたが，金網の厚みが可なち厚〈なければ，か「って褒形を来し一て不適当な様であるa

叉海7kt亡依る腐蝕を防く・たあに， Reflectorの表面に薄〈防蝕塗糾を塗るのが望ましし塗撲が 0.01mm 

程度であれば反射能を害するζ と除ない。 λ 

3.実厳装置とその結暴

北洋に於ける鮭鱒の流し網の実習に之をJ用いて見たのであるが，練習船おしよろ丸では流網約30反を用

いたので，網は本船には締結せず，普通のダルマ灯を装備して離して置いた。網の両端には Ref1ectorを

Fig.4の如し約3mの高さになる様に装備した。おしよろ丸のレ

【ダーは KELVIN HUGHES社の Type2であって，その諸特性

は Table1の如きものである。

Table 1 

-~- レ戸ダ戸種類 | 
¥¥¥KELVIN  HUGHES 2 

一発一一険 性 ¥¥-----1 
送信出力(kw)(尖頭値)1 7 

波長 (cm) S 

Fig. 4. Reflectorの漁縞への装備

パルス幅ぐμsec)

パルス繰返数 (C.P. 5.) 

方向分解能(度〉

距灘分断能(砺〉

水平指向性(度〕

垂直指向性(度〉

40 

1.60 

3，)。探知距離は a=30cmのもので約3

i息 a=15cmのもので約2.2i里程度で

あった。投網してから常にレーダーの

スコー7・上で船と網の位置関係を監視

して居h 間隔が約2i里位浮なると船

アンテナ回転数(R.P.M.): 3) 

空中線型式 | 英国閣水平偏波

空中線開口問積 ~~.16m宮

は網に撲近して行って，網を見失ふととのない様にした。北洋はガスが多い

ので，ダルマ灯の識別よりはレーダ戸の監視の方が合理的で，叉その探知距

離も大きい。実際、にガスの多い時で，而も潮流の関係で船と網との相対関係

が意外に早〈離れてしまふとともあるが.その場合，本方法の有効きは実際

K曜められ，網の流失を防止し得たととを実際警験した。

北洋に於いては波浪が大きいので Reflectorの勤魁傾斜が甚しいので，

スコ【 7・上の映像が明滅する場合もあったが，実用上は十分使用出来る。ス

コープ上の一例を Fig.5に示す。

4.結 言

Fig.5.スヨ【 7'上の
映像例

漁網へ装備する Reflectorに関しては実用上最適なるもの L設計に関してはまだ色々問題があるが.漁網

流失防止に有益なことf確認出来た。木方法はレ戸ダ戸を必要とするので，実際の漁船の現状では望み得な

いが，調査船，監視船等が夫奇漁船群を分担して，監視して事故の時，無線連絡によって対策を講ずるのも

一方法であらう。本実験はおしよろ丸の三島船長並乗組員諸氏の御協力を得てなされたもので，ままに厚く謝

意を表する。叉実験の労を担当した竹オ正一郎君，佐野典達君の熱心な協力も謝する。 #.1本実験には，北海道

庁の科学研究補助費が出された。ままに附記して謝意を表する次鈴である。
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